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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　・当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済は、各種政策の効果により、雇用・所得情勢に改善がみられるなど、景気は

緩やかな回復基調となりました。しかしながら一方では、中国をはじめとした新興国経済の成長鈍化や、為替相場

の急激な変動など、先行きは不透明な状況で推移しました。

このような環境下、当社グループは、顧客ニーズに応える新製品の迅速な開発と市場投入をおこなうとともに、

拡販体制を強化し売上拡大に取り組んでまいりました。生産面においては、引き続き生産性向上のための新システ

ム導入などによる製品原価率の低減、顧客満足度向上を目指した短納期生産体制の構築などに取り組んでまいりま

した。

この結果、当連結会計年度の業績につきましては、連結売上高は2,251,422千円（前年同期比92.1%）、連結経

常利益は284,778千円（前年同期比63.7%）、親会社株主に帰属する連結当期純利益は186,768千円（前年同期比

76.4%）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

スマートフォン市場の成長鈍化が鮮明となり、設備投資に力強さが欠けておりますが、営業体制を強化し拡

販活動に努めた結果、売上高は1,585,596千円（前年同期比103.7%）となりました。営業利益については

205,653千円（前年同期比82.5%）となりました。

② 韓国

半導体製造装置業界、液晶パネル製造装置業界の需要減速を受けたことなどにより、売上高は396,262千円

（前年同期比70.9%）となりました。営業利益については34,695千円（前年同期比26.7%）となりました。

③ 中国

スマートフォン市場の成長鈍化の影響などにより、売上高は187,085千円（前年同期比69.5%）となりました。

営業利益については、24,455千円（前年同期比47.5%）となりました。

④ その他

タイ国を中心に、東南アジア市場への拡販活動を推し進めてまいりましたが、タイ及び周辺諸国の自動車業

界の需要減速の影響もあり、売上高は82,478千円（前年同期比94.3%）となりました。営業利益については

5,259千円（前年同期比は102.3%）となりました。

・次期の見通し

　今後の見通しにつきましては、わが国経済は個人消費の伸び悩みが懸念されるものの、緩やかながら景気回復基調に

ありますが、中国をはじめとした新興国経済の成長鈍化、米国の経済、対外政策及びEU諸国の財政問題など、依然とし

て先行きは不透明な状況で推移するものと考えられます。

　このような状況のもと、当社グループは目指すべき会社の姿として「コンバム、パッドナンバー１」を掲げ、真空機

器のパイオニアメーカーとして、真空吸着技術に特化した研究開発に取り組み、これまで以上に顧客ニーズに応える新

製品開発と拡販活動、顧客満足度の更なる向上に努めてまいります。 次期（平成29年１月１日～平成29年12月31日）の

業績予想につきましては、連結売上高2,384,000千円、連結経常利益 285,000千円、親会社株主に帰属する当期純利益

175,000千円を見込んでおります。
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（２）財政状態に関する分析

　① 資産、負債及び純資産の状況

（イ）資産

流動資産は前連結会計年度末に比べ99,374千円増加し、1,989,682千円となりました。これは主として、現金及

び預金が303,554千円増加したのに対し、受取手形及び売掛金が17,500千円、有価証券が100,000千円、製品が

49,974千円、仕掛品が20,642千円、原材料が31,199千円減少したことによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ14,152千円増加し、2,249,661千円となりました。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べ113,527千円増加し、4,239,344千円となりました。

（ロ）負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べ11,227千円増加し、265,420千円となりました。これは主として、未払法

人税等が50,479千円、賞与引当金が22,541千円増加したのに対し、支払手形及び買掛金が12,112千円、役員賞与引

当金が21,963千円減少したことによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ4,000千円増加し、154,220千円となりました。これは主として、退職給付

に係る負債が10,187千円増加したのに対し、長期繰延税金負債が9,983千円減少したことによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ15,227千円増加し、419,640千円となりました。

（ハ）純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べ98,299千円増加し、3,819,704千円となりました。これは主として利益剰余

金が117,374千円増加したのに対し、為替換算調整勘定が29,284千円減少したことによります。

その結果、自己資本比率は89.6％となりました。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年12月期 平成25年12月期 平成26年12月期 平成27年12月期 平成28年12月期

自己資本比率 89.3 87.7 88.3 89.8 89.6

時価ベースの自己資本比率 42.4 50.4 55.0 54.7 44.5

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― ― ― ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― ― ― ― ―

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、株主の皆様に対する長期的な利益還元を経営上の重要課題の一つと認識し、将来の事業展開及び

経営基盤の強化のために必要な内部留保資金を確保しつつ、業績に対応した安定配当を行うことを基本方針としてお

ります。

内部留保資金につきましては、経営基盤の強化を図りながら、今後予想される経営環境の変化に対応すべく、市場

ニ－ズに応える製品開発投資、グロ－バル戦略の展開を図るための投資、さらには、生産体制及びコスト競争力の強

化のための設備投資に有効活用することを基本方針としております。

上記の方針を踏まえ、当期の剰余金の配当につきましては、１株につき中間普通配当４円00銭に期末普通配当４円

00銭を合わせて８円00銭とする予定であります（連結配当性向31.3％）。

また、次期の配当は、１株につき中間配当４円00銭、期末配当４円00銭の年間配当８円00銭を予定いたしておりま

す。

（４）事業等のリスク

１．主力製品であるコンバム、真空吸着パッドに関して

当社製品のユーザーのほとんどは産業機械業界に属しており、品質面、価格面での要望もありますが、短納期の

要求が極めて高く、当社グループは、厳しい納期管理に対応するため、ユーザーの需要予測に基づく計画生産を推

進しております。しかし、当社製品が多品種であることから、需要予測が困難であり、需要予測が外れた場合には

顧客の納期に間に合わず、場合によっては失注となることもあります。このため当社グループではユーザーの設備

投資情報をいち早く収集、分析し、その動向に敏速に対応できるよう注力しておりますが、十分に対応し得ない場
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合には、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

２．販売店経由の販売方法について

(1) 国内販売

当社グループは、エンドユーザーに対して、製品性能の説明、品質改善要求への対応等を行っておりますが、

販売はＦＡ（ファクトリーオートメーション）機器の専門商社を中心に販売店販売を活用する営業展開を図って

おり、当社グループの売上高のほとんどが販売店を経由した販売となっております。

個々の販売店とは、取引基本契約は締結しておりますが、納入数量、価格等に関する長期納入契約を締結して

おりません。当社グループとしては、製品機能・技術サービスの向上を通じて取引関係の安定を図っております

が、主要販売先の購買方針によって当社グループの業績が影響を受ける場合があります。

(2) 海外販売

当社グループの海外販売は、海外販売店による販売が主であります。当社グループは海外販売店に対して、当

社製品の性能、使用例等に関する説明会並びに展示会を実施することなどにより販売支援を行っております。し

かしながら、当該販売支援が当社グループの期待どおりの成果をあげられなかった場合、あるいは、販売店の販

売方針に変更があった場合には、当社グループの業績に影響を受ける可能性があります。

３．当社グループの財政状態、経営成績に影響を与える事項について

(1) 鉱工業生産活動との関係

当社グループのユーザーは、そのほとんどは産業機械業界に属しており、当社製品の販売については、鉱工業

生産活動による設備投資需要に影響を受ける可能性があります。

(2) 生産の集中について

当社グループの主たる生産拠点は、岩手事業所１ヶ所に集中しております。何らかの原因で操業に支障を来た

した場合には、製品の供給が不可能になり、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。

４．会社組織について

(1) グループの組織体制について

当社グループは当連結会計年度末現在、連結117名、単体81名の組織であり、内部管理体制も当該規模に応じた

ものとなっております。

今後当社グループの業容が拡大した場合、現状のままでは適切かつ十分な人的・組織的対応ができなくなるお

それがあるため、当社グループは、人員の増強や社内管理体制の一層の充実を図っていく方針であります。

(2) 人材の確保

当社グループにおいては、事業の拡大を行う上で、優秀な技術者の安定確保並びに育成が重要であると考えて

おります。このような認識から、これまで積極的に新卒・中途採用を行ってまいりました。

今後とも、人材確保のため、新卒・中途採用の強化を図るとともに、技術者に対し技術向上の教育・支援を継

続して実施する方針であります。しかしながら、当社グループの属する産業機器部品業界、とりわけ真空機器及

び関連製品においては、専門知識、技術及び資格等を有する人材が少なく、必要な人材の確保が計画どおり進ま

ない、あるいは人材確保のために想定以上の費用等が発生する可能性があります。このような状況が生じた場合、

当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性があります。

　

５．法的規制等について

事業に関する法的規制について

当社グループの製品及び各事業所を規制する主な法的規制及び行政指導は、以下のとおりであります。

　・消防法

　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　・水質汚濁防止法

特に近年、環境に対する意識の高まりから、環境保護に関する法改正が進められる可能性が考えられます。

当社グループの廃棄物の処理にさらなる規制の強化が図られた場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす

可能性があります。
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（５）継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。

２．企業集団の状況

当社グループは、当社、連結子会社(妙徳空覇睦機械設備（上海）有限公司、妙徳韓国株式会社、

CONVUM(THAILAND)CO.,LTD.及びCONVUM USA,INC.)の計５社で構成されており、真空機器及び関連製品の製造、国内外

での当該製品等の販売を主な事業として取り組んでおります。したがいまして当該事業以外に事業の種類がありませ

んので、セグメント情報の記載に代え事業部門で記載をしております。

当社グループの事業に係る位置付け及び事業部門との関連は、次のとおりであります。

真空機器及び関連製品の製造及び販売

＜主な関係会社＞

妙徳空覇睦機械設備（上海）有限公司 …（主な製品：真空発生器、真空吸着パッド、圧力センサ等）

妙徳韓国株式会社 …（主な製品：真空発生器、真空吸着パッド、圧力センサ等）

CONVUM(THAILAND) CO.,LTD． …（主な製品：真空発生器、真空吸着パッド、圧力センサ等）

CONVUM USA,INC. …（主な製品：真空発生器、真空吸着パッド、圧力センサ等）

　

全ての製品の開発は、当社が行っております。

なお、当社グループが取扱う製品の内容は以下のとおりです。

・コンバム・・・・・真空発生器の当社の呼称であり、圧縮空気を利用し真空を発生させる機器です。主とし

て、各種製造工場における各工程の自動化装置に使用されます。

・真空吸着パッド・・コンバムに取り付けられ、対象物を把持するために使用される吸着用のパッドです。

・圧力センサ・・・・圧力の変化を検知するために使用されるセンサです。

・その他・・・・・・フィルター等のコンバムの附属関連品の他、真空ポンプ、ミニシリンダ等の空気圧ライ

ンに使用される製品及び液晶パネル等搬送用エア浮上ユニット等です。
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製品・材料の流れを図で示すと次のとおりであります。
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３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社は、「人を大切にし、創造性豊かなアイデアと顧客ニーズの融合により豊かな価値を作り出し、社会貢献に努

めます」を当社グループの経営理念とし、お客様のニーズに的確にお応えし、真空機器の開発をとおし産業機械の発

展に貢献してまいりました。

当社は、今後さらなる顧客満足度の向上に努め、企業体質の強化を図るため、以下の７項目を企業理念として掲げ、

全社を挙げて取り組んでおります。

「お客様を大事にする」

「最適な労働環境の整備を通じて従業員一人一人が安心して働ける職場作り」

「各人のアイデアと顧客ニーズの融合による開発をモットーとする」

「他社との提携を推進し、これにより得られた利益は分け合う」

「ガラス張りの経営」

「職場内のコミュニケーション（報・連・相）の重視」

「仲間同士が信頼しあう職場作り」

以上の企業理念に則った諸活動により、業績の向上を図るとともに、社会環境や安全性に十分配慮し、企業価値の

向上に努めることを経営の指針といたしております。

（２）目標とする経営指標

当社グループは、平成28年１月スタートの中期経営計画において「コンバム、パッドナンバー１」をスローガンに、

平成30年度を最終年度とする中期経営目標（いすれも連結数値）を以下のとおり定めております。

①海外売上比率 50％以上

②経常利益率 25％以上

海外売上比率の向上は、空気圧機器の需要が拡大するアジア新興国を中心に当社製品ならびにサービスを提供でき

る環境を構築することを中長期の経営課題といたしていること及び現状のアジア市場における市場占有率がまだ低く、

拡大の余地が十分にあるとの経営判断をしていることによっております。

また、経常利益率の向上は、売上高の拡大とともに利益を追求する体質の構築を経営の最重要課題といたしている

ことによります。

これらを実現するために、以下の経営戦略を推進しております。

（３）中長期的な会社の経営戦略

今後あらゆる最終ユーザーの生産工程において、高速化・省力化・省エネルギー化を追及した自動化が求められ、

産業機器メーカー各社は、新世代の産業機器をさまざまな形で提案してまいります。

当社は、製品の開発から販売開始までのスピード化を推進し、市場ニーズに対応した新製品をタイムリーに市場に

投入すると共に、営業面では幅広くお客様に空気圧機器の可能性を提案し続けることにより顧客の拡大を図り、また、

広くアライアンスを推進し、アジア市場を中心に製品・サービスを供給できる体制を構築して売上目標達成を図りま

す。生産面では「地産地消」の考え方に基づき海外生産を拡大し、納期短縮と生産効率の向上を図ると共に経営効率

向上を追及し、経常利益率目標実現に努める所存であります。

（４）会社の対処すべき課題

次期の見通しにつきましては、国内で個人消費などに弱さが見られるものの、引き続き緩やかな回復基調で推移す

ると思われます。海外においては、米国では雇用情勢や景気の先行きに明るさが見え、好調に推移すると思われる一

方、中国をはじめとする新興国の景気減速懸念等、依然として先行きは不透明な状況にあります。

のような状況のもと、当社グループは目指すべき会社の姿として「コンバム、パッドナンバー１」を掲げ、真空機

器のパイオニアメーカーとして、真空吸着技術に特化した研究開発に取り組み、これまで以上に顧客ニーズに応える

新製品開発と拡販活動、顧客満足度の更なる向上に努めてまいります。
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（５）その他、会社の経営上重要な事項

平成18年５月11日に開示いたしましたコーポレート・ガバナンスに関する報告書の「内部統制システム構築の基本

方針に関するお知らせ」に記載される事項と内容が重複しますので、記載を省略しております。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　 当社グループは日本基準を適用しております。なお、IFRS（国際会計基準）の適用につきましては、国内外の諸情

勢を考慮の上、対応していく方針であります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当連結会計年度
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 737,315 1,040,870

受取手形及び売掛金 ※２ 501,890 ※２ 484,390

電子記録債権 - 10,470

有価証券 100,000 -

製品 202,251 152,277

仕掛品 119,034 98,391

原材料 157,579 126,380

繰延税金資産 36,386 39,132

その他 36,284 38,224

貸倒引当金 △433 △454

流動資産合計 1,890,308 1,989,682

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,474,599 1,453,014

減価償却累計額 △638,920 △672,650

建物及び構築物（純額） 835,678 780,364

機械装置及び運搬具 816,876 825,786

減価償却累計額 △616,071 △647,608

機械装置及び運搬具（純額） 200,804 178,178

土地 739,457 737,728

その他 556,405 620,740

減価償却累計額 △482,008 △507,743

その他（純額） 74,397 112,996

有形固定資産合計 1,850,338 1,809,267

無形固定資産 99,403 132,720

投資その他の資産

投資有価証券 221,884 235,836

繰延税金資産 1,594 1,751

その他 62,288 70,085

投資その他の資産合計 285,767 307,673

固定資産合計 2,235,508 2,249,661

資産合計 4,125,817 4,239,344
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当連結会計年度
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 53,334 41,222

未払法人税等 20,126 70,606

賞与引当金 26,228 48,770

役員賞与引当金 21,963 -

繰延税金負債 - 11

その他 132,539 104,809

流動負債合計 254,192 265,420

固定負債

退職給付に係る負債 117,131 127,319

繰延税金負債 19,373 9,390

その他 13,715 17,510

固定負債合計 150,220 154,220

負債合計 404,413 419,640

純資産の部

株主資本

資本金 748,125 748,125

資本剰余金 948,842 949,355

利益剰余金 2,128,120 2,245,495

自己株式 △233,941 △231,565

株主資本合計 3,591,146 3,711,410

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 55,743 59,952

為替換算調整勘定 56,187 26,903

その他の包括利益累計額合計 111,931 86,855

新株予約権 8,938 8,389

非支配株主持分 9,387 13,048

純資産合計 3,721,404 3,819,704

負債純資産合計 4,125,817 4,239,344
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年１月１日
　至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 2,444,725 2,251,422

売上原価 ※１ 954,326 ※１ 1,010,947

売上総利益 1,490,398 1,240,475

販売費及び一般管理費 ※２,※３ 1,054,846 ※２,※３ 970,410

営業利益 435,552 270,064

営業外収益

受取利息 2,964 3,632

受取配当金 5,781 7,546

受取地代家賃 11,098 12,727

補助金収入 2,902 -

その他 2,176 4,907

営業外収益合計 24,923 28,814

営業外費用

売上割引 212 159

支払手数料 604 84

為替差損 7,472 7,371

減価償却費 4,554 5,603

その他 903 882

営業外費用合計 13,747 14,100

経常利益 446,728 284,778

特別利益

固定資産売却益 ※４ 2,836 ※４ 1,151

特別利益合計 2,836 1,151

特別損失

固定資産除却損 ※５ 188 ※５ 1,377

減損損失 ※６ 727 ※６ 2,619

投資有価証券評価損 4,223 -

役員退職慰労金 ※７ 94,174 -

特別損失合計 99,314 3,996

税金等調整前当期純利益 350,250 281,933

法人税、住民税及び事業税 85,215 104,618

過年度法人税等 2,230 1,060

法人税等調整額 16,831 △13,359

法人税等合計 104,278 92,319

当期純利益 245,972 189,614

非支配株主に帰属する当期純利益 1,453 2,845

親会社株主に帰属する当期純利益 244,518 186,768
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年１月１日
　至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年12月31日)

当期純利益 245,972 189,614

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25,917 4,208

為替換算調整勘定 △24,383 △29,427

その他の包括利益合計 1,533 △25,219

包括利益 247,505 164,394

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 247,010 161,692

非支配株主に係る包括利益 494 2,702
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（３）連結株主資本等変動計算書

　 前連結会計年度(自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約

権

非支配株

主持分
純資産合計

資本金
資本剰余

金
利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他有

価証券評

価差額金

為替換算

調整勘定

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 748,125 945,766 1,939,245 △189,699 3,443,437 29,826 79,613 109,439 11,734 9,985 3,574,597

当期変動額

剰余金の配当 △55,644 △55,644 △55,644

親会社株主に帰属す

る当期純利益
244,518 244,518 244,518

自己株式の取得 △55,895 △55,895 △55,895

自己株式の処分 3,076 11,654 14,730 14,730

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

25,917 △23,425 2,491 △2,796 △597 △902

当期変動額合計 ― 3,076 188,874 △44,241 147,709 25,917 △23,425 2,491 △2,796 △597 146,806

当期末残高 748,125 948,842 2,128,120 △233,941 3,591,146 55,743 56,187 111,931 8,938 9,387 3,721,404

　 当連結会計年度(自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約

権

非支配株

主持分
純資産合計

資本金
資本剰余

金
利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他有

価証券評

価差額金

為替換算

調整勘定

その他の

包括利益

累計額合

計

当期首残高 748,125 948,842 2,128,120 △233,941 3,591,146 55,743 56,187 111,931 8,938 9,387 3,721,404

当期変動額

剰余金の配当 △69,393 △69,393 △69,393

親会社株主に帰属す

る当期純利益
186,768 186,768 186,768

自己株式の取得

自己株式の処分 512 2,375 2,888 2,888

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

4,208 △29,284 △25,075 △548 3,660 △21,963

当期変動額合計 ― 512 117,374 2,375 120,263 4,208 △29,284 △25,075 △548 3,660 98,299

当期末残高 748,125 949,355 2,245,495 △231,565 3,711,410 59,952 26,903 86,855 8,389 13,048 3,819,704
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成27年１月１日
　至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 350,250 281,933

減価償却費 190,260 168,802

減損損失 727 2,619

有形固定資産除却損 188 1,377

有形固定資産売却損益（△は益） △2,836 △1,151

投資有価証券評価損益（△は益） 4,223 -

役員退職慰労金 94,174 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） 98 47

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,695 22,750

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △849 △21,193

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12,875 10,766

受取利息及び受取配当金 △8,746 △11,178

売上債権の増減額（△は増加） 31,441 △610

仕入債務の増減額（△は減少） 9,757 △10,373

たな卸資産の増減額（△は増加） △137,417 97,069

その他 33,660 △21,627

小計 569,113 519,230

利息及び配当金の受取額 8,746 11,178

役員退職慰労金の支払額 △114,033 -

法人税等の還付額 - 12,795

法人税等の支払額 △145,080 △67,385

営業活動によるキャッシュ・フロー 318,745 475,818

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △51,924 △1,695

定期預金の払戻による収入 131,966 68,044

投資有価証券の取得による支出 △9,182 △9,944

有形固定資産の取得による支出 △128,783 △124,541

有形固定資産の売却による収入 3,988 1,313

無形固定資産の取得による支出 △39,637 △60,728

その他 △4,454 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △98,025 △127,552

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △55,895 -

ストックオプションの行使による収入 11,934 2,340

配当金の支払額 △55,655 △69,052

財務活動によるキャッシュ・フロー △99,617 △66,712

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,159 △7,371

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 110,942 274,182

現金及び現金同等物の期首残高 624,962 735,905

現金及び現金同等物の期末残高 735,905 1,010,087
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　 該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１ 連結の範囲に関する事項

イ 連結子会社の数 4社

連結子会社の名称

妙徳空覇睦機械設備(上海)有限公司

妙徳韓国株式会社

CONVUM(THAILAND)CO.,LTD.

CONVUM USA,INC.

　

ロ 非連結子会社の名称等

該当事項はありません。

　

２ 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

　

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度末日と連結決算日は、一致しております。

　

４ 会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

イ 有価証券

その他有価証券

① 時価のあるもの

連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）によっております。

② 時価のないもの

移動平均法による原価法によっております。

　

ロ たな卸資産

主として月次総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によってお

ります。

　

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ 有形固定資産(リース資産を除く)

主として、定率法（ただし、平成10年４月１日以降取得の建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１

日以降に取得した建物付属設備及び構築物については定額法）によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 15年～50年

機械装置 12年

工具、器具及び備品 ２年～10年

　

ロ 無形固定資産(リース資産を除く)

定額法によっております。

ソフトウエア(自社利用分)

社内における利用可能期間５年
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ハ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　

(3) 重要な引当金の計上基準

イ 貸倒引当金

主として、売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上することとしております。

　

ロ 賞与引当金

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当連結会計年度に負担すべき金額を計上しております。

　

ハ 役員賞与引当金

取締役に対して支給する業績連動報酬の支出に備えるため、支給見込額のうち、当連結会計年度に負担すべき

金額を計上しております。

　

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額を計上しております。

　

(5) 重要な外貨建ての資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。

　なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平

均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めております。

　

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

　

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を、当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主

持分への表示の変更を行っております。
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(追加情報)

法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」が平成28年３月29日に、ま

た、「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律等

の一部を改正する法律」及び「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び

地方交付税法の一部を改正する法律等の一部を改正する法律」が平成28年11月18日に国会で成立したことに伴い、

当連結会計年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算（ただし、平成29年１月１日以降解消されるものに限る）

に使用した法定実効税率は、前連結会計年度の32.09％から、回収又は支払が見込まれる期間が平成29年１月１日か

ら平成30年12月31日までのものは30.84％、平成31年１月１日以降のものについては30.60％にそれぞれ変更されて

おります。

なお、当該税率変更により、繰延税金資産が3,397千円、繰延税金負債が1,769千円減少し、法人税等調整額が

2,915千円、その他有価証券評価差額金が1,287千円増加しております。

(連結貸借対照表関係)

１ 手形割引高及び裏書譲渡高

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当連結会計年度
(平成28年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 3,102千円 3,409千円

※２ 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、連結会計年度末日は金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末日の

残高に含まれております。

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当連結会計年度
(平成28年12月31日)

受取手形 7,943千円 8,115千円

３ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。

連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当連結会計年度
(平成28年12月31日)

当座貸越極度額の総額 1,000,000千円 1,050,000千円

借入実行残高 ― ―

差引額 1,000,000千円 1,050,000千円

　

(連結損益計算書関係)

※１ 期末たな卸高は収益性の低下による簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれており

ます。

前連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

17,509千円 27,377千円
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※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

役員報酬 110,047千円 97,834千円

給与手当 332,069 〃 283,737 〃

役員賞与引当金繰入額 22,165 〃 － 〃

賞与引当金繰入額 17,024 〃 31,291 〃

退職給付費用 8,828 〃 9,439 〃

減価償却費 78,894 〃 69,417 〃

研究開発費 108,245 〃 104,546 〃

　

※３ 一般管理費に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

　

前連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

108,245千円 104,546千円

　

※４ 固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

機械装置及び運搬具 2,836千円 1,151千円

計 2,836千円 1,151千円

　

※５ 固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

建物及び構築物 0千円 142千円

機械装置及び運搬具 79 〃 1,058 〃

有形固定資産「その他」 108 〃 175 〃

計 188千円 1,377千円

　

※６ 減損損失

前連結会計年度(自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日)

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 金額（千円）

当社本社 電話加入権 無形固定資産 727

当社グループは、各事業所を最小単位としてグルーピングを行っております。

　所有している電話回線のうち将来使用見込みのない電話加入権について、当該資産の帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定しておりますが、売却可能性が見込めないため、

零として評価しております。
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当連結会計年度(自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日)

当連結会計年度において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 金額（千円）

当社本社 新規金型開発 建設仮勘定 2,619

当社グループは、各事業所を最小単位としてグルーピングを行っております。

　新規製品開発目的で購入した金型のうち将来製造投入見込みのない金型について、当該資産の帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

なお、当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定しておりますが、売却可能性が見込めないため、

零として評価しております。

※７ 役員退職慰労金

前連結会計年度(自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日)

平成27年３月をもって退任した取締役に対して、在任中の特別な労に報いるため支給した特別功労金であり

ます。

当連結会計年度(自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日)

該当事項はありません。

(連結包括利益計算書関係)

※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

前連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

その他有価証券評価差額金

　当期発生額 35,913千円 4,301千円

　組替調整額 ― ―

　 税効果調整前 35,913千円 4,301千円

　 税効果額 △9,996 〃 △93 〃

　 その他有価証券評価差額金 25,917千円 4,208千円

為替換算調整勘定

　当期発生額 △24,383千円 △29,427千円

その他の包括利益合計 1,533千円 △25,219千円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日）

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 8,285,000 ― ― 8,285,000

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 856,125 179,488 51,000 984,613
　

（変動事由の概要）

増加数及び減少数の主な内訳は、次のとおりであります。

取締役会決議に基づく自己株式の取得による増加 178,000株

単元未満株式の買取りによる増加 1,488株

新株予約権の行使による減少 51,000株

３ 新株予約権等に関する事項

会社名 内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(株)
当連結会計
年度末残高
(千円)

当連結
会計年度期

首
増加 減少

当連結
会計年度末

提出会社
ストック・オプション
としての新株予約権

― ― ― ― ― 8,938

合計 ― ― ― ― 8,938

４ 配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成27年３月19日
定時株主総会

普通株式 29,715 4.00 平成26年12月31日 平成27年３月20日

平成27年８月３日
取締役会

普通株式 25,928 3.50 平成27年６月30日 平成27年８月25日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年３月30日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 40,152 5.50 平成27年12月31日 平成28年３月31日
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当連結会計年度(自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日）

　

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 8,285,000 ― ― 8,285,000

　

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式 (株) 984,613 ― 10,000 974,613
　

（変動事由の概要）

増加数及び減少数の主な内訳は、次のとおりであります。

新株予約権の行使による減少 10,000株

　

３ 新株予約権等に関する事項

会社名 内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(株)
当連結会計
年度末残高
(千円)

当連結
会計年度期

首
増加 減少

当連結
会計年度末

提出会社
ストック・オプション
としての新株予約権

― ― ― ― ― 8,389

合計 ― ― ― ― 8,389

　

４ 配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成28年３月30日
定時株主総会

普通株式 40,152 5.50 平成27年12月31日 平成28年３月31日

平成28年８月１日
取締役会

普通株式 29,241 4.00 平成28年６月30日 平成28年８月23日

　

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年３月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 29,241 4.00 平成28年12月31日 平成29年３月27日

　

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

前連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

現金及び預金 737,315千円 1,040,870千円

譲渡性預金（有価証券勘定） 100,000 〃 ― 〃

預入期間３ヶ月超の定期預金 △101,410 〃 △30,782 〃

現金及び現金同等物 735,905千円 1,010,087千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社グループは、真空機器関連製品の専門メーカーとして、真空機器及び真空機器関連製品等の製造・販売

を行っており、国内においては当社が、海外においては韓国及びその他に所在する子会社が、事業活動を展開

しております。

　当社では、経営管理区分上、各子会社を地理的近接度等によって区分、集計し業績の評価を行っております。

　したがって、当社グループのセグメントは、主に製造・販売体制及び量的規模を勘案した地域別のセグメン

トから構成されており、「日本」、「韓国」、「中国」の３つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実

勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産、負債その他項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント その他
（注）

合計
日本 韓国 中国 計

売上高

外部顧客への売上高 1,529,218 558,713 269,373 2,357,305 87,419 2,444,725

セグメント間の内部売上高
又は振替高

354,563 96,850 5,980 457,394 ― 457,394

計 1,883,782 655,564 275,353 2,814,700 87,419 2,902,119

セグメント利益 249,152 129,820 51,437 430,410 5,141 435,552

セグメント資産 3,658,923 374,883 150,280 4,184,087 39,704 4,223,792

セグメント負債 303,271 58,305 35,429 397,007 21,045 418,052

その他の項目

　減価償却費 176,289 9,428 4,389 190,107 152 190,260

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

161,632 9,668 7,276 178,577 686 179,263

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「タイ」であります。

　

当連結会計年度(自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント その他
（注）

合計
日本 韓国 中国 計

売上高

外部顧客への売上高 1,585,596 396,262 187,085 2,168,943 82,478 2,251,422

セグメント間の内部売上高
又は振替高

271,449 67,590 1,701 340,742 ― 340,742

計 1,857,045 463,852 188,786 2,509,685 82,478 2,592,164

セグメント利益 205,653 34,695 24,455 264,805 5,259 270,064

セグメント資産 3,846,860 307,527 134,218 4,288,606 74,602 4,363,208

セグメント負債 339,434 32,434 43,161 415,030 17,435 432,465

その他の項目

　減価償却費 155,876 8,922 3,855 168,654 147 168,802

有形固定資産及び無形固定
資産の増加額

181,447 4,995 － 186,443 537 186,981

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「タイ」「米国」であります。
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４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該金額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位：千円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,814,700 2,509,685

「その他」の区分の売上高 87,419 82,478

セグメント間取引消去 △457,394 △340,742

連結損益計算書の売上高 2,444,725 2,251,422

(単位：千円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 430,410 264,805

「その他」の区分の利益 5,141 5,259

セグメント間取引消去 ― －

連結損益計算書の営業利益 435,552 270,064

(単位：千円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 4,184,087 4,288,606

「その他」の区分の資産 39,704 74,602

セグメント間取引消去 △97,974 △123,863

連結貸借対照表の資産合計 4,125,817 4,239,344

(単位：千円)

負債 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 397,007 415,030

「その他」の区分の負債 21,045 17,435

セグメント間取引消去 △13,639 △12,825

連結貸借対照表の負債合計 404,413 419,640

(単位：千円)

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 190,107 168,654 152 147 ― ― 190,260 168,802

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

178,577 186,443 686 537 ― ― 179,263 186,981
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【関連情報】

前連結会計年度(自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日)

　

１ 製品及びサービスごとの情報

真空機器及び真空機器関連製品等の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えているため、

製品及びサービスごとの情報の開示を省略しております。

　

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高 (単位：千円)

日本 アジア 北米 その他の地域 合計

1,332,237 1,026,736 56,961 28,789 2,444,725

　 (注) 1 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 2 国又は地域は、地理的近接度により区分しています。

　 3 本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

アジア・・・・・韓国、台湾、中国、シンガポール、タイ

北米・・・・・・米国

その他の地域・・上記以外の国

　 (2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地

域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

　

３ 主要な顧客ごとの情報

顧客の名称又は氏名 売上高（千円） 関連するセグメント名

株式会社日伝 533,539 日本

　

当連結会計年度(自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日)

　

１ 製品及びサービスごとの情報

真空機器及び真空機器関連製品等の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えているため、

製品及びサービスごとの情報の開示を省略しております。

　

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高 (単位：千円)

日本 アジア 北米 その他の地域 合計

1,357,859 809,467 59,322 24,772 2,251,422

　 (注) 1 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　 2 国又は地域は、地理的近接度により区分しています。

　 3 本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

アジア・・・・・韓国、台湾、中国、シンガポール、タイ

北米・・・・・・米国

その他の地域・・上記以外の国

　 (2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地

域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

３ 主要な顧客ごとの情報

顧客の名称又は氏名 売上高（千円） 関連するセグメント名

株式会社日伝 537,974 日本

ダイドー株式会社 268,494 日本
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 平成27年１月１日 至 平成27年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント その他
（注）

合計
日本 韓国 中国 計

減損損失 727 ― ― 727 ― 727

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない所在地セグメントであり、「タイ」であります。

当連結会計年度(自 平成28年１月１日 至 平成28年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント その他
（注）

合計
日本 韓国 中国 計

減損損失 2,619 ― ― 2,619 ― 2,619

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない所在地セグメントであり、「タイ」及び「米国」であります。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

１株当たり純資産額 507.24円 519.57円

１株当たり当期純利益金額 33.19円 25.55円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

32.97円 25.53円

(注) １．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

項目
前連結会計年度

(自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日)

当連結会計年度
(自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日)

１株当たり当期純利益金額

　連結損益計算書上の親会社株主に帰属する
　当期純利益 (千円)

244,518 186,768

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　当期純利益 (千円)

244,518 186,768

　普通株式の期中平均株式数 (千株) 7,368 7,308

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

　親会社株主に帰属する当期純利益
　調整額 (千円)

― ―

　普通株式増加数 (千株) 47 8

　新株予約権方式によるストック・オプション
　（新株予約権） (千株) (47) (8)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在
株式の概要

― ―
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２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当連結会計年度

(平成28年12月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額 (千円) 3,721,404 3,819,704

純資産の部の合計額から控除する金額 (千円) 18,325 21,438

　(うち新株予約権) (千円) (8,938) (8,389)

　(うち非支配株主持分) (千円) (9,387) (13,048)

　普通株式に係る純資産額 (千円) 3,703,078 3,798,265

　普通株式の発行済株式数 (千株) 8,285 8,285

　普通株式の自己株式数 (千株) 984 974

　１株当たり純資産額の算定に用いられ
た普通株式の数

(千株) 7,300 7,310

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

　(開示の省略)

上記以外の注記事項につきましては、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略

しております。
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